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2001～2004年の台風の発生地点と進路



台風
台風は温かい海 (27℃以上) 
の上で発生し、夏から秋にか
けて日本に接近・上陸する。

一般気象学

　　　1951年から2005年までの

　　　台風の発生地点の分布

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/
(デジタル台風)



台風

高知大学気象情報頁 (http://weather.is.kochi-u.ac.jp/)



温帯低気圧



温帯低気圧

高知大学気象情報頁 (http://weather.is.kochi-u.ac.jp/)



(Klein et al., 2000)

台風の温帯低気圧化の概念図

流線

上層の風

暖気核

傾圧帯

衛星画像

平面図

鳥瞰図



日本に接近する台風には、中緯度傾圧帯の影響を受け
台風 (熱帯性低気圧) から温帯性低気圧に変遷するものがある。

本発表では、2004年10月に西日本に上陸した台風23号の

温帯低気圧への変遷過程について述べる。

台風23号は、太平洋側だけではなく日本海側でも大雨をもたらした。

この降水がもたらされたときの低気圧の状態が、台風だったのか温
帯低気圧だったのか、それとも台風から温帯低気圧への変遷過程
だったのかを知ることが本発表の目的である。



2004年台風23号の概要



使用するデータ

　・気象庁領域客観解析データ (RANAL)

　・気象庁アメダスデータ

　・気象庁天気図

　・GEOS-9 の赤外画像 (高知大学)



京都新聞　2004 年 11 月 9 日
www.kyoto-np.co.jp



00UTC13 OCT
994hPa, 20m/s

00UTC17 OCT
940hPa, 45m/s

04UTC20 OCT
950hPa, 40m/s 18UTC20 OCT

985hPa



2004年10月18日から21日までの降水量

太平洋側だけでなく、京都府舞鶴市など
日本海側の一部でも大雨がもたらされた。









Klein et al.,(2000) によって示された台風の温帯低気圧化への概念図
と台風23号の実際の総観場の様子を照らし合わせると、日本付近で

温帯低気圧へ変遷していたと推測される。。
しかし、温帯低気圧化の開始や完了の正確な時刻を知ることは困難で
あるし、雲画像から温帯低気圧化を判断しようとすると主観が入ってし
まい客観的であるとは言えない。

本発表の後半では、Evans and Hart (2003) によって紹介されている

台風の温帯低気圧への変遷過程を客観的に判断する方法を紹介し、
2004年台風23号に対してこの方法を用いた結果を示す。



台風の温帯低気圧化の客観的判断



温帯低気圧化の開始

台風は同心円状の渦で、ほぼ対照的な
構造をしている。

しかし、傾圧帯に近づくにつれて進行方
向に対して右側では暖気移流、左側で
寒気移流が顕著になり徐々に非対称な
構造になる。

ここでは、温帯低気圧化の開始時間を
Evans and Hart (2003) の方法を用いて

定める。
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進行方向に対して、左右の平均層厚差(600~900hPa)が10m以上と

なった時刻を温帯低気圧化の開始とする。



層厚
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2つの等圧面内に含まれる大気の平均温度に比例する。



Scatterplot of storm motion direction (toward) and 
ET onset diagnostic, B, for (a) tropical storms prior 
to their peak intensity and (b) storms after their peak 
tropical intensity. Storms moving toward the north 
through northeast (i.e., during and after recurvature) 
have the highest degree of asymmetry (larger values 
of B) and variability

(Evans and Hart. 2003)

Tracks of all extratropically transitioning 
Atlantic tropical storms from the 1990s. The 
location of transition for each storm, as 
determined by NHC, is marked with a dot. 
Note the wide range of latitudes over which 
ET can occur

(Evans and Hart. 2003)



台風の領域について

台風に伴う相対渦度の範囲から、半径500km以内を台風の領域とする。



BEST TRACK

B=6.2m



BEST TRACK

B=39.2m



BEST TRACK

B=64.6m



温帯低気圧化の完了

台風の特徴として暖気核が挙げられる。
台風が傾圧帯に侵入すると寒気移流の影響で暖気核が消滅する。

Evans and Hart (2003)は台風の特徴がなくなったものとして暖気核の

消滅を挙げている。したがって、暖気核が消滅した時刻より後を温帯
低気圧として見なす。

温度風の式に基づいて暖気核と寒気核を判断する。
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地衡風の式

静水圧平衡の式

上の2つの式から以下のような温度風の式が導出される
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低気圧性の循環を考えると、暖気核が存在する場合
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また、寒気核が存在する場合は

上空に行くほど、暖気を進行方向の右側にみるような流れになる。

WarmCold

(Holton. 2004)



MINMAX ZZ − within 500km radius
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Sy
m

m
et

ric
A

sy
m

m
et

ric

00UTC20

12UTC20

温帯低気圧化開始

温帯低気圧化完了



・2004年台風23号は西日本の太平洋側の広域と日本海側の一部に

大雨をもたらした。

・衛星画像から、傾圧帯の影響を受けて台風としての雲の形が徐々
に崩れていった。

・Evans and Hart (2003) の温帯低気圧化の客観的手法から

日本に上陸する直前の時刻に温帯低気圧化を開始し、
上陸後10時間ほどで温帯低気圧へと変遷したことが分かった。

・西日本の大雨は台風が温帯低気圧化している時刻とほぼ一致
している。

まとめ


